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b 配管距離（相当長）による能力補正係数〔適用形式：全形式〕

d 暖房時の室外熱交換器への着霜による補正係数（暖房のみ）
暖房能力を，室外熱交換器への着霜による補正をしてください。

c 室内・外高低差による能力補正〔適用形式：全形式〕
冷房時室外ユニットが下，暖房時室外ユニットが上の場合のみ補正してください
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注a 配管片道相当長の求め方
・相当長=ガス管の実長＋ガス管系統の継手個数×継手の相当長（m/個）
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（�）能力補正係数

（�）消費電力補正係数
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・ユニット（60Hz）
室外ユニットFDCP224HKX3 ……………1台
室内ユニットFDTP56HKXD4 ……………1台

FDTP71HKXD4 ……………3台
FDTWP22HKXD4 …………1台

・配管長さ（各ユニット共通とする）……60m（相当長）
・室内・外高低差…………………………15m（室外ユニットが下）
・空気条件…………………………外気温度：33°CDB

室内温度：26°CDB，19°CWB

〔例〕FDTP56HKXD4の場合

22.1×
56

≒4.25kW
291

室内ユニットの能力
・FDTP56HKXD4……3.98kW（実際の能力）
・FDTP71HKXD4……5.05kW（実際の能力）
・FDTWP22HKXD4…1.56kW（実際の能力）

1システム能力
室内ユニットの接続合計容量…56×1台＋71×3台＋22×1台＝291より

システム能力≒25.8kW（470ページの表より求める）
2室内・外温度による能力補正

25.8×1.02≒26.3kW…………
3配管距離・室内外高低差による能力補正

26.3×（0.87－0.03）≒22.1kW（実際の能力）

能力の補正計算（冷房・暖房とも手順は同じです。）

条件例　

室外ユニットの能力補正

室内ユニットの能力補正

室内ユニットの能力＝システム能力×
室内ユニット容量

――――――――――――――――
同時運転する室内ユニット合計容量

冷房時の補正？ 

466ページの能力表より 
求めることもできます。 
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仕様の能力はオールフレッシュ条件（冷却器入口空気温度33℃DB, 28℃WB）による値です。 
実際の能力は下記により求めてください。補正系数は469ページをご覧ください。 

能力特性�〔　　　　　　　　　　                     〕 
冷房�
FDUP90HFKXD4 バイパスファクタ� （50/60Hz） 

暖房�

給気処理ユニット（FDU-F）�

実際の�
能　力�＝ 下記の能力線図より求めた能力 × （配管距離による補正係数 － 室内・外高低差による補正係数）�
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